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香教連は、子ど

も中心の教育

をめざし、健全

なる批判力を

持つ、幼小中に

おける県内最

大の教職員団

体です。 

香
教
連
が
各
種
の
行
事
と
研
修
を
企
画 

 

 

今年の夏休みは 遊びに学びに！ 

  
全
国
の
様
々
な
取
り
組
み
を
知 

る
こ
と
が
で
き
、
全
国
の
様
々
な
教 

職
員
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
た
、 

と
て
も
有
意
義
な
研
修
会
で
あ
っ 

た
。
香
川
か
ら
は
特
別
支
援
部
会
で 

の
提
案
発
表
が
あ
っ
た
が
、
私
た
ち 

に
は
当
た
り
前
と
感
じ
て
い
る
こ
と 

が
、
他
県
の
教
職
員
か
ら
す
る
と
新

し
く
、
是
非
取
り
入
れ
た
い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。
逆
も
然

り
で
、
私
も
自
ら
の
実
践
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
う
こ

と
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
。
夜
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
全
国
の
先

生
方
と
語
ら
い
な
が
ら
、
本
場
の
阿
波
踊
り
を
体
験
す
る
こ
と

も
で
き
、
頭
だ
け
で
な
く
心
も
満
た
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
時
間

と
な
っ
た
。
来
年
度
は
香
川
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
教
研
。
全
国

か
ら
集
う
教
職
員
の
み
な
さ
ん
に
素
敵
な
お
も
て
な
し
が
で
き

る
よ
う
に
、
私
も
尽
力
し
て
い
き
た
い
。（
木
下
） 

  

閉
会
式
で
は
、
喜
多
政
博
徳
島
県
教 

職
員
団
体
連
合
会
委
員
長
よ
り
御
礼 

の
挨
拶
が
あ
り
、
塩
﨑
太
郎
香
教
連
委 

員
長
が
、
次
期
開
催
地
代
表
と
し
て 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述
べ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
渡
辺
陽
平
全
日
教
連
委
員 

長
と
共
に
熱
い
握
手
を
交
わ
し
、
本
大 

会
の
成
功
を
祝
す
と
と
も
に
力
強
い 

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 
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２
０
２
６
年
８
月
９
日
（
日
）
、
岡
山
県
玉
野
市
の
「
お
も
ち
ゃ
王
国
』に
、
香
教
連
会
員
の
家
族
含
め

６
０
名
を
無
料
招
待
し
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
乗
り
放
題
、
プ
ー
ル
も
あ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち

は
大
喜
び
で
し
た
。
学
校
を
離
れ
て
、
夏
休
み
の
ひ
と
と
き
を
家
族
と
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

幼児教育部教育懇談会（交渉）ルポ 

  

全
日
教
連
教
研
全
国
大
会（
徳
島
大
会
）に
は
、
香

教
連
か
ら
も
多
く
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
第
６
分
科
会（
特
別
支
援
教
育
）で
は
、
香
教

連
か
ら
、
水
澤
愛
先
生
、
嶋
肖
奈
先
生（
丸
亀
）が
、

「
児
童
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育

を
保
障
す
る
た
め
の
取
組
」を
テ
ー
マ
に
、
発
表
さ 

れ
ま
し
た
。  

今
回
の
招
待
行
事
は
、
鳴
門
教
育
大
学
・
お
も
ち
ゃ

王
国
と
の
共
催
事
業
で
、
一
昨
年
か
ら
香
教
連
会
員

の
無
料
招
待
の
企
画
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
を

離
れ
て
、
家
族
と
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
は
一
番
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
あ
り
、
他
郡
市 

の
先
生
方
と
の
交
流
も
こ
の 

行
事
の
醍
醐
味
で
す
。 

来
年
も
実
施
し
ま
す
ね
。 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
教
研
大
会
（
徳
島
）
で
全
国
の
同
志
と
交
流 

 

 

 

 

 

全
国
大
会
参
加
の
会
員
の
声 

 
 

 

来
年
は
香
川
県
丸
亀
市
で
開
催 

 
 

 
 

 
 

 

 

8 月 26 日（水）17:15〜18:00、高松市合同防災庁舎 3 階 301 号室にて、教育懇談会を実施しました。香

教連幼児教育部は、高松市内の幼稚園教員の組織であり、高松市及び市教委に現場の声を届けるため、教育

懇談会という形で、要望活動を行っています。 

当日の出席者として、高松市こども保育教育課から、香川課長をはじめ、運営支援室長、主幹、指導主事、

学校教育課からは綾田課長、また、総合教育センターからは茶園所長補佐、幼児教育係長ら 8 名が、香教連

から、塩﨑委員長をはじめ、阪根副委員長、真田幼児教育部長、志度幼児教育副部長、三並研修部長、木下

幼児教育要望部長ら 6 名が参加しました。 

  

  

  

  

 
 高松市役所で打ち合わせ            合同防災庁舎へ移動     

香教連交渉団（撮影 阪根）  理事者側（高松市、市教委、総合教育センター） 

要望内容 

（１）施設における環境整備の充実 保育に必要なアプリの積極的な導入や PC やデジカメとの接続等､

iPad の有効活用について検討すること（特に、コドモンに入力できる内容や iPad の写真の共有方法､保育

に活用できるアプリの導入について） 

（２）幼児教育の充実 架け橋カリキュラムを基に子どもの学びをつなぎ、支えていくために小学校の管理

職の幼小合同研修会への参加をはじめ、普段からの関わりに積極的に取り組む等、小学校との連携や円

滑な接続が図れるよう、高松市教育委員会から引き続き働きかけること 

（３）園内の仕事の効率化を図るために、事務の業務内容について統一できるものは明記し、教員が保育業

務に専念できるようにすること 

（４）研修の充実 これまで通り教育・保育力を高めたり、組織としての自分の立場を自覚したりする研修と

共に、教育専門職であり、教育公務員としての自覚を促す研修をキャリアステージに合わせた研修に含

み、定期的に行うこと 

 

 

 

子どもの笑顔を 

求めて！ 
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